
資料２－２ 
（２）参照基準の具体的な構成要素 
 

① すべての学生が身に付けるべき基本的な素養 
  具体的な参照基準の記載の仕方としては、各専門分野の哲学・教育上の理念を言語化した上

で、そのことが個々人において実現され得る姿を念頭に、「学士課程で」当該分野を学ぶすべ

ての学生が身に付けることを目指すべき、「基本的な素養」を、当該分野を学ぶことの意義と

して同定するものとする。 
その際「基本的な素養」は、単なる学問上の「知識」や「理解」としてではなく、例えば、

実際の市民生活や職業生活職業生活や市民生活において発揮され得る「力」として記述される

など、人が生きていく上で重要な意味を持つものを、学びを通して身に付けていくという観点

に立って同定されることが重要である。その際、分野に関する専門的な知識や理解については、

中核となるものに絞って、それらが実際の市民生活や職業生活で如何なる意味を持つかという

観点も踏まえて記述するものとする。 
なお、このことに関して、各分野において具体的な検討を行う際の参考として、以下にいく

つかの留意点を掲げる。 
 
ア．「力」と言うのは一つの例示であって、価値や倫理、あるいは、世界認識を支える知的な

座標軸など、様々な面について十分な検討が行われることが望まれる。 
学生が身に付けるべき「基本的な素養」は、狭い専門性、あるいは狭義の「専門教育」の

枠の中のみで得られるものに限定されるべきではない。「○○学を学ぶこと」を、教養教育・

共通教育等も含めた、豊かな広がりを有するものとして想定しておくことは、非常に重要な

ことであると考える。 
 
イ．「力」を考える上で、職業生活との関わりという面は非常に重要である。各分野での審議

においては、直接的に、あるいは間接的に当該分野に関連する具体的な職業生活を想定しな

がら、職業人として具備すべき専門知識や倫理なども含めて、長期にわたる職業生活を支え

る基礎を如何に培うかという観点を中心として、十分な検討が行われることが望まれる。 
 
ウ．「基本的な素養」は、すべての学生が共通して身に付けることが望まれるものであり、各

大学が、それぞれの理念・状況に即して、柔軟に展開できるものとして同定されることが適

当である。これを構成する具体的な内容に関する記述が複数項目にわたることは当然として

も、できるだけ項目数を厳選し、また、それぞれの項目は、普遍性を備えた、一定の幅のあ

る概念として、記述されることが望ましい。 
 
エ．学士課程で学業を終了して就業等する学生と、大学院に進学して学業を継続する学生とが 

それぞれ存在し、一部の分野・一部の大学においては、後者の方が多数を占める場合もある。 
しかし、ここでは、学士課程教育を、単に大学院に進学するための学問的な準備段階とし

てのみ位置付けるという立場は取らない。もとより、各大学において、学士課程と大学院の

課程とが円滑に接続し、全体として相乗的に学習効果を高める教育課程を編成することを否
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定しないが、核となる考え方として、学士課程教育は、それ自体独自の教育課程として、人

が生きていく上で重要な意味を持つものを身に付ける場であるということ（そして、大学院

も、それ自体独自の教育課程として、広く他大学・他分野の出身者や社会人を含む多様な学

生を受け入れることが期待されること）が把持されるべきであり、今回作成する参照基準も、

そのような考え方に沿って作成されるべきである。 


